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開会 令和７年６月１１日 

栗 山 町 議 会 議 場 

 



令和７年栗山町議会定例会 

６月定例会議 

 

議 事 日 程 

 

       令 和 ７ 年 ６ 月 １ １ 日 
午 前 ９ 時 ３ ０ 分 開 議 

日 

程 

議  案 

番  号 
議 件 名 結 果 

１ 
 

 
会議録署名議員の指名  

２ 
 

 
議会運営委員会報告  

３  
諸般の報告 

 ①会 務 報 告 
 

   ②監 査 報 告  

４  一 般 質 問  

５ 
議 案 

第 ５ 号 
令和７年度栗山町一般会計補正予算（第３号）  

６ 
議 案 

第 ６ 号 

令和７年度栗山町国民健康保険特別会計補正予算 

（第１号） 
 

７ 
議 案 

第 ７ 号 

令 和 ７ 年 度 栗 山 町 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 

（第１号） 
 

８ 
報 告 

第 ４ 号 

令和６年度栗山町一般会計繰越明許費繰越計算書 

について 
 

９ 
報 告 

第 ５ 号  

令和６年度栗山町下水道事業会計予算繰越計算書 

について 
 

10 
議 案 

第 ８ 号  

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償 

に関する条例の一部を改正する条例 
 



 

11 
議 案 

第 ９ 号  
栗山町税条例の一部を改正する条例  

12 
議 案 

第１０号  
栗山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例  

13 
議 案 

第１１号 
財産の取得について  

14 
議 案 

第１２号 
ふじ団地９７号棟外壁改修工事の請負契約について  

15 
議 案 

第１３号 
ふじ団地９８号棟外壁改修工事の請負契約について  

16 
議 案 

第１４号 

旭台第３支線道路整備その１工事の請負契約  

について 
 

    

    

    

    

    

    

    

    

 



会 務 報 告 
 

5 月 14 日 

 

15 日 

 

16 日 

19 日 

 

20 日 

〃日 

〃日 

〃日 

〃日 

〃日 

20 日～22 日 

 

23 日 

 

24 日 

24 日～26 日 

 

25 日 

 

27 日 

 

28 日 

 

30 日 

〃日 

 

6 月 1 日 

2 日 

 

栗山町議会議員の報酬に関する調査特別委員会報酬を考える小委

員会を委員会室で開催した。 

北海道町村議会議員公務災害補償等組合議会及び北海道町村議会

議長会理事会に議長が出席した。        （於 札幌市） 

栗山高校女子野球部激励会に議長が出席した。 

くりやま駅前通り商店街協同組合第３４回通常総会・懇親会に議長

に代わって副議長が出席した。 

全員協議会を議員控室で開催した。 

総務教育常任委員会を委員会室で開催した。 

産業福祉常任委員会を委員会室で開催した。 

広報広聴常任委員会を議員控室で開催した。 

議会運営委員会を委員会室で開催した。 

議会改革推進会議を委員会室で開催した。 

ネイチャーポジティブの取組に係る中央要望に議長が出席した。 

（於 東京都） 

社会福祉法人清光園ＬｉｅｎＶｉｌｌａｇｅなんそらオープニン

グセレモニーに議長が出席した。 

第１９回東京栗山会総会に議長が出席した。   （於 東京都） 

令和７年度広報広聴常任委員会先進地視察のため大櫛副委員長外

５名が神奈川県海老名市、神奈川県寒川町に出張した。 

第７師団創隊７０周年・東千歳駐屯地創立７１周年記念行事に議長

に代わって広報広聴常任委員長が出席した。 

令和７年度町村議会議長・副議長研修会に議長及び副議長が出席し

た。                     （於 東京都） 

埼玉県議会福祉保健医療委員会が視察のために来町したので議長

に代わって議会運営委員長が応接した。 

国道ごみゼロの日運動に議長が出席した。 

栗山町議会議員の報酬に関する調査特別委員会報酬を考える小委

員会を委員会室で開催した。 

第３４回ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り出陣式に議長が出席した。 

ネイチャーポジティブの集い～中田環境副大臣をお招きして～に

議長が出席した。 

 



 

 

議 案 の 提 出 に つ い て 

 

令和７年栗山町議会定例会６月定例会議に報告第４号から報告第５号まで及び議案第

５号から議案第１４号までを別紙のとおり提出する。 

 

令和７年６月１１日 

 

 

 

 栗山町議会議長  鵜  川  和  彦  様 

 

 

               栗山町長 佐々木   学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ 地 方 債 の 補 正 ）

第 ３ 条 地 方 債 の 追 加 は 、 「 第 ３ 表 地 方 債 の 補 正 」 に よ る 。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　議　案　第　５　号

２ 歳 入 歳 出 予 算 の 補 正 の 款 項 の 区 分 及 び 当 該 区 分 ご と の 金 額 並 び に 補 正 後 の 歳 入 歳 出 の

金 額 は 、 「 第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算 補 正 」 に よ る 。

令 和 ７ 年 度 栗 山 町 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ３ 号 ）

令 和 ７ 年 度 栗 山 町 一 般 会 計 補 正 予 算 は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

（ 歳 入 歳 出 予 算 の 補 正 ）

第 １ 条 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １ ９ ９ ， ８ ５ ９ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出

予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １ ０ ， ６ ９ ０ ， ７ ０ ７ 千 円 と す る 。

（ 地 方 債 の 補 正 ）

第 ３条 地方 債の 変 更 、 追加 は 、 「第３表 地方債の補正」に よる。○○○○○○○ ○○

（ 繰 越 明 許 費 )

第 ６ 条 地 方 自 治 法 第 ２ １ ３ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 翌 年 度 に 繰 り 越 し て 使 用 す る こ と が

で き る 経 費 は 、 「 第 ４ 表 繰 越 明 許 費 」 に よ る 。
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第１表　歳入歳出予算補正

     歳        入 （単位：千円）

款 項 補正前予算額 補正予算額 計

15 国庫支出金 1,281,544 42,726 1,324,270

2 国庫補助金 611,082 42,562 653,644

3 委託金 32,848 164 33,012

16 道支出金 716,829 121,064 837,893

2 道補助金 343,201 121,064 464,265

18 寄附金 303,222 1,030 304,252

1 寄附金 303,222 1,030 304,252

19 繰入金 497,569 22,539 520,108

1 基金繰入金 497,428 22,539 519,967

21 諸収入 313,358 4,800 318,158

5 雑入 175,905 4,800 180,705

22 町債 1,322,300 7,700 1,330,000

1 町債 1,322,300 7,700 1,330,000

歳　　入　　合　　計 10,490,848 199,859 10,690,707
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     歳        出

款 項 補正前予算額 補正予算額 計

1 議会費 61,920 16 61,936

1 議会費 61,920 16 61,936

2 総務費 2,335,614 50,073 2,385,687

1 総務管理費 2,277,215 49,909 2,327,124

4 選挙費 11,544 164 11,708

3 民生費 2,233,603 2,540 2,236,143

1 社会福祉費 1,549,782 2,540 1,552,322

4 衛生費 805,303 145 805,448

1 保健衛生費 540,418 145 540,563

5 労働費 8,854 207 9,061

1 労働費 8,854 207 9,061

6 農林水産業費 459,016 121,335 580,351

1 農業費 429,128 121,335 550,463

8 土木費 1,798,843 5,089 1,803,932

2 道路橋梁費 801,934 4,686 806,620

4 都市計画費 327,436 403 327,839

10 教育費 952,514 20,454 972,968

1 教育総務費 305,428 1,153 306,581

4 社会教育費 196,625 6,071 202,696

5 保健体育費 287,985 13,230 301,215

歳　　出　　合　　計 10,490,848 199,859 10,690,707
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２. 追　　　　加 （単位：千円）

起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

- 4 -

第３表　地方債の補正

起 債 の 目 的 限 度 額

普通貸借・証
券発行及び証
書借入

3.8％以内 （ただし、利率
見直し方式で借り入れる資
金について、利率見直しを
行った後においては、当該
見直し後の利率）

30年以内（うち据置5年以
内）の半年賦または年賦元
利均等償還及び半年賦また
は年賦元金均等償還、ただ
し町財政の都合により据置
期間及び償還期限を短縮
し、もしくは繰上償還する
ことができる。Aaaaaaaaaa

7,700全国瞬時警報システム新型受信機整備事業債47.



歳　　入 （単位：千円）

款 節     

項 説明

目

⑮ 国庫支出金 1,281,544 42,726 1,324,270

2 国庫補助金 611,082 42,562 653,644

1 総務費国庫補 101,005 40,904 141,909 1 総務管理費補 40,904 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

助金 助金

2 民生費国庫補 47,882 1,658 49,540 1 社会福祉費補 1,658 介護保険事業費補助金

助金 助金

3 委託金 32,848 164 33,012

1 総務費国庫委 11,293 164 11,457 2 選挙費委託金 164 参議院議員通常選挙委託金追加

託金

⑯ 道支出金 716,829 121,064 837,893

2 道補助金 343,201 121,064 464,265

4 農林水産業費 255,127 121,064 376,191 1 農業費補助金 121,064 経営所得安定対策直接支払推進事業補助金追加 35

道補助金 経営発展支援事業補助金 3,750

水利施設管理強化事業補助金追加 811

スマート農業・農業支援サービス事業導入総合サポート緊急対策事業

補助金 7,300

畑作物産地生産体制確立・強化緊急対策事業補助金 109,168

⑱ 寄附金 303,222 1,030 304,252

1 寄附金 303,222 1,030 304,252

1 寄附金 303,222 1,030 304,252 3 教育寄附金 1,030

⑲ 繰入金 497,569 22,539 520,108

1 基金繰入金 497,428 22,539 519,967

1 財政調整基金 292,848 22,539 315,387 1 財政調整基金 22,539

繰入金 繰入金

㉑ 諸収入 313,358 4,800 318,158

5 雑入 175,905 4,800 180,705

2 雑入 175,900 4,800 180,700 2 雑入 4,800 スポーツ振興くじ助成金追加

㉒ 町債 1,322,300 7,700 1,330,000

1 町債 1,322,300 7,700 1,330,000

1 総務債 85,800 7,700 93,500 1 総務管理債 7,700 全国瞬時警報システム新型受信機整備事業債

歳　入　歳　出　事　項　別　明　細　書

区分 金額
補正前予算額 補正予算額 計

- 5 -



歳　　出
款 財源内訳 節       

項 特定財源 説明

目 国道支出金 地方債 その他

① 議会費 61,920 16 61,936 16

1 議会費 61,920 16 61,936 16

1 議会費 61,920 16 61,936 16 1 報酬 16 議員

委員長追加

② 総務費 2,335,614 50,073 2,385,687 41,068 7,700 1,030 275

1 総務管理費 2,277,215 49,909 2,327,124 40,904 7,700 1,030 275

6 財政調整基 2,345 1,030 3,375 1,030 24 積立金 1,030 財政調整基金積立金

金費

20 防災対策費 8,866 7,975 16,841 7,700 275 12 委託料 7,975 全国瞬時警報システム新型受信機整備業務

7,700

全国瞬時警報システム保守業務 275

25 重点支援地 - 40,904 40,904 40,904 1 報酬 1,075 会計年度任用職員　１人分

方創生対策 3 職員手当等 245 時間外手当

費 10 需用費 209 消耗品費

事業用 198

印刷製本費

諸用紙 11

11 役務費 1,280 通信運搬費

郵便料 1,077

手数料

口座振込 203

12 委託料 605 定額減税補足給付金システム改修

19 扶助費 37,490 定額減税補足給付金不足額給付

4 選挙費 11,544 164 11,708 164

2 参議院議員 11,090 164 11,254 164 1 報酬 164 開票管理者追加 2

選挙費 投票管理者追加 13

投票管理者職務代理者追加 13

期日前投票管理者追加 27

開票立会人追加 26

投票立会人追加 37

期日前投票立会人追加 46

一般財源 区分 金額
補正前予算額 補正予算額 計
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(単位：千円)

款 財源内訳 節       

項 特定財源 説明

目 国道支出金 地方債 その他

③ 民生費 2,233,603 2,540 2,236,143 1,658 882

1 社会福祉費 1,549,782 2,540 1,552,322 1,658 882

2 老人福祉費 424,954 2,540 427,494 1,658 882 12 委託料 54 いきいき交流プラザ指定管理業務追加

18 負担金補助 2,486 補助金

及び交付金 介護施設等環境改善事業

④ 衛生費 805,303 145 805,448 145

1 保健衛生費 540,418 145 540,563 145

4 環境衛生費 60,798 145 60,943 145 12 委託料 145 樹木伐採剪定撤去業務追加

⑤ 労働費 8,854 207 9,061 207

1 労働費 8,854 207 9,061 207

2 勤労者福祉 6,800 207 7,007 207 12 委託料 207 勤労者福祉センター指定管理業務追加

センター費

⑥ 農林水産業費 459,016 121,335 580,351 121,064 271

1 農業費 429,128 121,335 550,463 121,064 271

3 農業振興費 318,103 109,203 427,306 109,203 18 負担金補助 109,203 補助金

及び交付金 経営所得安定対策直接支払推進事業追加

35

畑作物産地生産体制確立・強化緊急対策事業

109,168

4 総合土地改 70,407 1,082 71,489 811 271 18 負担金補助 1,082 補助金

良事業費 及び交付金 水利施設管理強化事業追加

5 農業担い手 18,385 11,050 29,435 11,050 18 負担金補助 11,050 補助金

育成費 及び交付金 経営発展支援事業 3,750

スマート農業・農業支援サービス事業導入総

合サポート緊急対策事業 7,300

⑧ 土木費 1,798,843 5,089 1,803,932 5,089

2 道路橋梁費 801,934 4,686 806,620 4,686

2 道路維持費 314,910 4,686 319,596 4,686 14 工事請負費 4,686 南学田線側溝改修工事

東山２号線排水改修工事

4 都市計画費 327,436 403 327,839 403

2 公園管理費 96,177 403 96,580 403 12 委託料 403 栗山公園・夕張川河畔公園指定管理業務追加

金額
補正前予算額 補正予算額 計

一般財源 区分
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(単位：千円)

款 財源内訳 節       

項 特定財源 説明

目 国道支出金 地方債 その他

⑩ 教育費 952,514 20,454 972,968 4,800 15,654

1 教育総務費 305,428 1,153 306,581 1,153

3 財産管理費 5,492 747 6,239 747 10 需用費 747 修繕料

建物追加

6 学生寮費 55,012 406 55,418 406 10 需用費 406 修繕料

建物追加

4 社会教育費 196,625 6,071 202,696 6,071

3 公民館費 12,873 1,003 13,876 1,003 12 委託料 1,003 社会教育施設等指定管理業務追加

4 図書館費 61,881 540 62,421 540 12 委託料 540 図書館指定管理業務追加

6 農村環境改 11,475 1,704 13,179 1,704 12 委託料 1,704 社会教育施設等指定管理業務追加

善センター

費

7 開拓記念館 9,168 37 9,205 37 12 委託料 37 社会教育施設等指定管理業務追加

費

8 自然教育振 47,123 220 47,343 220 18 負担金補助 220 補助金

興費 及び交付金 夕張川自然再生協議会設立１０周年記念事業

9 カルチャー 40,014 2,567 42,581 2,567 12 委託料 2,567 社会教育施設等指定管理業務追加

プラザ費

5 保健体育費 287,985 13,230 301,215 4,800 8,430

1 保健体育総 6,837 4,800 11,637 4,800 18 負担金補助 4,800 補助金

務費 及び交付金 くりやまハーフマラソン実行委員会追加

2 体育施設費 69,792 6,444 76,236 6,444 10 需用費 891 修繕料

工作物

12 委託料 5,553 栗山ダムパークゴルフコース指定管理業務

追加 482

社会体育施設指定管理業務追加 5,071

3 スポーツセ 50,160 1,986 52,146 1,986 12 委託料 1,986 社会体育施設指定管理業務追加

ンター費

補正前予算額 補正予算額 計
一般財源 区分 金額
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１．特　別　職

(4.60)

(4.60)

その他の
特 別 職

425 31,174 － － － － 31,174 － 31,174

計 439 59,578 26,772 24,324 390 － 111,064 14,718 125,782

その他の
特 別 職

－ 164 － － － － 164 － 164

計 － 180 － － － － 180 － 180

(4.60)

(4.60)

その他の
特 別 職

425 31,338 － － － － 31,338 － 31,338

計 439 59,758 26,772 24,324 390 － 111,244 14,718 125,962

- 9 -

議　　員

－

28,420 12,522 － － 40,942 7,267 48,209－

計

390 － 38,964 7,451 46,415長　　等 3 － 26,772 11,802

16

－ －

11

－ －

－ 16－

補　　　正

長　　等 － － －

議　　員 － 16

－

－ － －

40,92612,522

11,802

48,193

－

補　正　前

長　　等 3 － 26,772

議　　員 11 28,404 －

38,964 7,451 46,415

－ －

390

7,267

(人）

給　与　費　明　細　書
(単位：千円）

区　　　　分 職　員　数

給　　　　　　　　与　　　　　　　　費
共　済　費 合　　計 備　　考

報　　酬 給　　料 期末手当　　寒冷地手当　　その他の手当 計



２．一　般　職

（１）総　　括

－ － － － － 準 職

－ － － － － 〃

－ － － － － 〃

区 分 扶 養 住 居 通 勤 特殊勤務 時 間 外 宿 日 直 管 理 職
管理職員
特別勤務

期 末 勤 勉 寒 冷 地 児 童 処遇改善

補正前 17,910 20,502 2,164 370 27,783 850 20,557 2,334 149,539 125,513 13,738 13,300 93

補　正 － － － － 245 － － － － － － － －

計 17,910 20,502 2,164 370 28,028 850 20,557 2,334 149,539 125,513 13,738 13,300 93

1,104,712

228,511 1,333,223

〃

（　　）内は、短時間勤務職員外書き

職員手当
の 内 訳

計

394,653

245

394,898

〃

計

(94)

152 138,865 570,949 394,898

補　　　正

(1)

－ 1,075 － 245 1,320

－ 1,320

152 137,790 570,949 394,653 1,103,392

228,511 1,331,903

一　般　職
補　正　前

(93)

- 10 -

(単位：千円）

区　分
職 員 数 給 与 費

共 済 費 合 計 備 考
(人） 報 酬 給 料 職 員 手 当 計



　　ア　会計年度任用職員以外の職員

( - )

－ － － － － 準 職

( - )

－ － － － － 〃

( - )

－ － － － － 〃

区 分 扶 養 住 居 通 勤 特殊勤務 時 間 外 宿 日 直 管 理 職
管理職員
特別勤務

期 末 勤 勉 寒 冷 地 児 童 処遇改善

補正前 17,910 20,502 1,612 370 25,850 850 20,557 2,334 121,825 102,210 13,738 13,300 －

補　正 － － － － 245 － － － － － － － －

計 17,910 20,502 1,612 370 26,095 850 20,557 2,334 121,825 102,210 13,738 13,300 －

- 11 -

（　　）内は、短時間勤務職員外書き

職員手当
の 内 訳

計

341,058

245

341,303

計
143 － 〃542,855 341,303 884,158

187,569 1,071,727

補　　　正
－ － － 245 245

－ 245

〃

補　正　前
883,913

187,569 1,071,482

143 － 542,855 341,058 一 般 職

(単位：千円）

区　分
職 員 数 給 与 費

共 済 費 合 計 備 考
(人） 報 酬 給 料 職 員 手 当 計



　　イ　会計年度任用職員

40,942

－

40,942

区 分 通 勤 時 間 外 期 末 勤 勉 処遇改善

補正前 552 1,933 27,714 23,303 93

補　正 － － － － －

計 552 1,933 27,714 23,303 93

（　　）内は、短時間勤務職員外書き

職員手当
の 内 訳

計

53,595

－

53,595

9 138,865 28,094 53,595 220,554 261,496
計

(94)

補　　　正

(1)

－ 1,075 － － 1,075 1,075

9 137,790 28,094 53,595 219,479 260,421
補　正　前

(93)

- 12 -

(単位：千円）

区　分
職 員 数 給 与 費

共済費 合 計 備 考
(人） 報 酬 給 料 職 員 手 当 計



２ 歳 入 歳 出 予 算 の 補 正 の 款 項 の 区 分 及 び 当 該 区 分 ご と の 金 額 並 び に 補 正 後 の 歳 入 歳 出 の

金 額 は 、 「 第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算 補 正 」 に よ る 。

　議　案　第　６　号

令 和 ７ 年 度 栗 山 町 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）

令 和 ７ 年 度 栗 山 町 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算 は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

（ 歳 入 歳 出 予 算 の 補 正 ）

第 １ 条 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 増 減 な し と し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

１ ， ３ ２ ８ ， ６ ０ ０ 千 円 と す る 。

　  - 1 -

（ 債 務 負 担 行 為 の 補 正 ）

第 ２ 条 債 務 負 担 行 為 の 追 加 は 、 「 第 ２ 表 債 務 負 担 行 為 の 補 正 」 に よ る 。



第１表　歳入歳出予算補正

     歳        入 （単位：千円）

款 項 補正前予算額 補正予算額 計

1 国民健康保険税 263,641 2,787 266,428

1 国民健康保険税 263,641 2,787 266,428

4 繰入金 107,599 △2,787 104,812

2 基金繰入金 10,115 △2,787 7,328

歳　　入　　合　　計 1,328,600 - 1,328,600

- 2 -



歳　　入 （単位：千円）

款 節     

項 補正前予算額 補正予算額 計 説明

目

① 国民健康保険税 263,641 2,787 266,428

1 国民健康保険税 263,641 2,787 266,428

1 一般被保険者 263,641 2,787 266,428 1 医療給付費分 1,015 現年度分追加

国民健康保険 2 後期高齢者支 1,772 現年度分追加

税 援金分

④ 繰入金 107,599 △ 2,787 104,812

2 基金繰入金 10,115 △ 2,787 7,328

1 基金繰入金 10,115 △ 2,787 7,328 1 基金繰入金 △ 2,787

区分 金額

歳　入　歳　出　事　項　別　明　細　書

- 3 -



議 案 第 ７ 号

（総　則）

（収益的収入及び支出）

（科　　目） （既決予定額）　      （補正予定額）　       （　計　）　　
　　第１款　水道事業費用 392,874 千円 千円 千円
　　　第１項　営業費用 371,172 千円 千円 千円

令 和 ７ 年 度 栗 山 町 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算（ 第 １ 号 ）

第１条　令和７年度栗山町水道事業会計の補正予算は、次に定めるところによる。

第２条　予算第３条、収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

支　　出

6,897 399,771
6,897 378,069

－ 1 －



－ 2 －

支出 （単位：千円）

既決予定額 補正予定額 計 備考

1 水道事業費用 392,874 6,897 399,771
1 営業費用 371,172 6,897 378,069

4 総係費 25,338 6,897 32,235 事業活動の全般に関する費用追加

(13,251) (627) (13,878)

令和７年度　栗山町水道事業会計補正予算実施計画
収益的収入及び支出

款項目

仮払消費税



報告第４号 

 

令和６年度栗山町一般会計繰越明許費 

繰越計算書について 

 

 令和６年度栗山町一般会計予算第６条の繰越明許費は、別紙のとおり翌年度に繰り越し

たので地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告する。 



既 収 入

特 定 財 源 国・道支出金 地 方 債 特 定 財 源

円 円 円 円 円 円 円

55,574,000 54,000,000 35,188,000 0 0 0 18,812,000

0

円 円 円 円 円 円 円

1,100,000,000 1,100,000,000 0 0 1,100,000,000 0 0

2,772,000 2,772,000

円 円 円 円 円 円 円

23,485,000 23,485,000 0 0 4,650,000 0 18,835,000

2,772,000 2,772,000

円 円 円 円 円 円 円

2,706,000 2,706,000 0 2,164,000 500,000 0 42,000

0

円 円 円 円 円 円 円

22,847,000 22,847,000 0 18,277,000 4,550,000 0 20,000
13,019,012 13,019,012

円 円 円 円 円 円 円

1,204,612,000 1,203,038,000 35,188,000 20,441,000 1,109,700,000 0 37,709,000

#REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!

令和６年度栗山町一般会計繰越明許費繰越計算書

款 項 事 業 名 金 額
翌 年 度
繰 越 額

左 の 財 源 内 訳

未 収 入 特 定 財 源
一 般 財 源

くりやま暮らし応援
商 品 券 発 行 事 業

④ 衛 生 費 1. 保 健 衛 生 費
栗 山 赤 十 字 病 院
改 築 等 事 業

災 害 復 旧 費 1.
公共土木施設
災 害 復 旧 費

② 総 務 費 1. 総 務 管 理 費

合　　計

流 れ の 沢 川
災 害 復 旧 事 業

御 園 ２ 線
災 害 復 旧 事 業

築別川災害復旧事業

⑪



報告第５号 

 

令和６年度栗山町下水道事業会計予算繰越計算書について 

 

 地方公営企業法第２６条第３項の規定により、令和６年度栗山町下水道事業会計予算繰

越計算書について、次のとおり報告する。 



地方公営企業法第26条第1項の規定による建設改良費の繰越額

国庫補助金 企 業 債
当 年 度
損 益 勘 定
留 保 資 金

円 円 円 円 円 円 円 円

127,600,000 51,040,000 76,560,000 41,648,000 34,900,000 12,000 0 0
資材の納期遅延
による工期延長

1　資本的支
出

1　建設改良
費

公共下水道
事業

左 の 財 源 内 訳

令和６年度栗山町下水道事業会計予算繰越計算書

予 算
計 上 額

支 払 義 務
発 生 額

翌 年 度
繰 越 額

不 用 額

翌年度繰越
額に係る繰越
を要するたな
卸資産の購
入 限 度 額

説 明款 項 事 業 名



議案第８号 

 

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償 

に関する条例の一部を改正する条例 

 

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１年条例第１４

号）の一部を次のように改正する。 

別表第１（第１条関係）７の項から１２の項を次のように改める。 

７ 選挙長 

開票管理者 

 日額 １２，２００円 

 

８ 投票所の投票管理者  日額 １４，５００円（投票所

の投票管理者として従事した

時間が選挙の当日投票時間（以

下「当日投票時間」という。）

未満の場合にあっては、１４，

５００円に投票所の投票管理

者として従事した時間（３０分

以上１時間未満の端数がある

ときは１時間に切り上げ、３０

分未満の端数があるときは切

り捨てた時間）を当日投票時間

で除して得た数を乗じて得た

額（その額に１円未満の端数が

あるときは、これを切り捨てた

額）） 

９ 期日前投票所の投票管理者  日額 １２，８００円（期日前

投票所の投票管理者として従

事した時間が期日前投票の投

票時間（以下「期日前投票時間」

という。）未満の場合にあって

は、１２，８００円に期日前投

票所の投票管理者として従事

した時間（３０分以上１時間未

満の端数があるときは１時間

に切り上げ、３０分未満の端数



があるときは切り捨てた時間）

を期日前投票時間で除して得

た数を乗じて得た額（その額に

１円未満の端数があるときは、

これを切り捨てた額）） 

１０ 選挙立会人 

開票立会人 

 日額 １０，１００円 

 

１１ 投票所の投票立会人  日額 １２，４００円（投票所

の投票立会人として従事した

時間が当日投票時間未満の場

合にあっては、１２，４００円

に投票所の投票立会人として

従事した時間（３０分以上１時

間未満の端数があるときは１

時間に切り上げ、３０分未満の

端数があるときは切り捨てた

時間）を当日投票時間で除して

得た数を乗じて得た額（その額

に１円未満の端数があるとき

は、これを切り捨てた額）） 

１２ 期日前投票所の投票立会人  日額 １０，９００円（期日前

投票所の投票立会人として従

事した時間が期日前投票時間

未満の場合にあっては、１０，

９００円に期日前投票所の投

票立会人として従事した時間

(３０分以上１時間未満の端数

があるときは１時間に切り上

げ、３０分未満の端数があると

きは切り捨てた時間)を期日前

投票時間で除して得た数を乗

じて得た額（その額に１円未満

の端数があるときは、これを切

り捨てた額）） 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 



議案第９号 

 

栗山町税条例の一部を改正する条例 

 

栗山町税条例（昭和３７年条例第６号）の一部を次のように改正する。 

第１８条中「公示送達は、」の次に「公示事項（同条第２項に規定する公示事項をいう。

以下この条において同じ。）を地方税法施行規則（昭和２９年総理府令第２３号。以下「施

行規則」という。）第１条の８第１項に規定する方法により不特定多数の者が閲覧するこ

とができる状態に置く措置をとるとともに、公示事項が記載された書面を」を加え、「掲

示して行う」を「掲示し、又は公示事項を町の事務所に設置した電子計算機の映像面に表

示したものの閲覧をすることができる状態に置く措置をとることによってする」に改める。 

第１８条の３中「地方税法施行規則（昭和２９年総理府令第２３号。以下「施行規則」

という。）」を「施行規則」に改める。 

第３４条の２中「又は扶養控除額」を「、扶養控除額又は特定親族特別控除額」に改め

る。 

第３６条の２第１項ただし書中「若しくは法第３１４条の２第４項」を「、法第３１４

条の２第４項」に改め、「扶養控除額」の次に「若しくは特定親族特別控除額（特定親族

（同条第１項第１２号に規定する特定親族をいう。第３６条の３の２第１項第３号及び第

３６条の３の３第１項において同じ。）（前年の合計所得金額が８５万円以下であるもの

に限る。）に係るものを除く。）」を加える。 

第３６条の３の２第１項第３号中「扶養親族」の次に「又は特定親族」を加える。 

第３６条の３の３第１項中「者に限る。）」の次に「若しくは特定親族（退職手当等に

係る所得を有する者であって、合計所得金額が８５万円以下であるものに限る。）」を加

え、同項第３号中「扶養親族」の次に「又は特定親族」を加える。 

附則第１６条の２の次に次の１条を加える。 

（加熱式たばこに係るたばこ税の課税標準の特例） 

第１６条の２の２ 令和８年４月１日以後に第９２条の２第１項の売渡し又は同条第２項

の売渡し若しくは消費等（次項において「売渡し等」という。）が行われた加熱式たば

こ（第９２条第１号オに掲げる加熱式たばこをいい、第９３条の２の規定により製造た

ばことみなされるものを含む。以下この条において同じ。）に係る第９４条第１項の製



造たばこの本数は、同条第３項の規定にかかわらず、当分の間、次の各号に掲げる区分

に応じ、当該各号に定める方法により換算した紙巻たばこ（第９２条第１号アに掲げる

紙巻たばこをいう。以下この項及び次項において同じ。）の本数によるものとする。 

⑴ 葉たばこ（たばこ事業法第２条第２号に規定する葉たばこをいう。）を原料の全部

又は一部としたものを紙その他これに類する材料のもので巻いた加熱式たばこ（当該

葉たばこを原料の全部又は一部としたものを施行規則附則第８条の４の２に規定す

るところにより直接加熱することによって喫煙の用に供されるものに限る。） 当該

加熱式たばこの重量（フィルターその他の施行規則附則第８条の４の３に規定するも

のに係る部分の重量を除く。以下この項から第３項までにおいて同じ。）の０．３５

グラムをもって紙巻たばこの１本に換算する方法。ただし、当該加熱式たばこの１本

当たりの重量が０．３５グラム未満である場合にあっては、当該加熱式たばこの１本

をもって紙巻たばこの１本に換算する方法 

⑵ 前号に掲げるもの以外の加熱式たばこ 当該加熱式たばこの重量の０．２グラムを

もって紙巻たばこの１本に換算する方法。ただし、当該加熱式たばこの品目ごとの１

個当たりの重量が４グラム未満である場合にあっては、当該加熱式たばこの品目ごと

の１個をもって紙巻たばこの２０本に換算する方法 

２ 前項の規定により加熱式たばこのうち同項第１号ただし書の規定の適用を受けるもの

及び同項第２号ただし書の規定の適用を受けるもの以外のものの重量を紙巻たばこの

本数に換算する場合における計算は、売渡し等が行われた加熱式たばこの品目ごとの１

個当たりの重量に当該加熱式たばこの品目ごとの数量を乗じて得た重量を同項各号に

掲げる区分ごとに合計し、その合計重量を紙巻たばこの本数に換算する方法により行う

ものとする。 

３ 前項の計算に関し、同項の加熱式たばこの品目ごとの１個当たりの重量に０．１グラ

ム未満の端数がある場合には、その端数を切り捨てるものとする。 

４ 第１項第２号に掲げる加熱式たばこ（第９３条の２の規定により製造たばことみなさ

れるものに限る。）のうち、次に掲げるものについては、同号ただし書の規定は、適用

しない。 

⑴ 第１項第１号に掲げる加熱式たばこと併せて喫煙の用に供されるもの 

⑵ 第１項第２号に掲げる加熱式たばこ（第９３条の２の規定により製造たばことみな



されるものを除く。）と併せて喫煙の用に供される加熱式たばこ（同条の規定により

製造たばことみなされるものに限る。）であって当該加熱式たばこのみの品目のもの 

附 則 

（施行期日） 

第１条 この条例は、令和８年１月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、

当該各号に定める日から施行する。 

⑴ 附則第１６条の２の次に１条を加える改正規定及び附則第４条の規定 令和８年４

月１日 

⑵ 第１８条及び第１８条の３の改正規定並びに次条の規定 地方税法等の一部を改正

する法律（令和５年法律第１号）附則第１条第１２号に掲げる規定の施行の日 

（公示送達に関する経過措置） 

第２条 この条例による改正後の栗山町税条例（以下「新条例」という。）第１８条の規

定は、前条第２号に掲げる規定の施行の日以後にする公示送達について適用し、同日前

にした公示送達については、なお従前の例による。 

（町民税に関する経過措置） 

第３条 新条例第３４条の２及び第３６条の２第１項ただし書の規定は、令和８年度以後

の年度分の個人の町民税について適用し、令和７年度分までの個人の町民税については、

なお従前の例による。 

２ 令和８年度分の個人の町民税に係る申告書の提出に係る新条例第３６条の２第１項の

規定の適用については、同項ただし書中「特定親族特別控除額（特定親族（同条第１項

第１２号に規定する特定親族をいう。第３６条の３の２第１項第３号及び第３６条の３

の３第１項において同じ。）（前年の合計所得金額が８５万円以下であるものに限る。）

に係るものを除く。）」とあるのは、「特定親族特別控除額」とする。 

３ 新条例第３６条の３の２第１項の規定は、この条例の施行の日（以下「施行日」とい

う。）以後に支払を受けるべき新条例第３６条の２第１項ただし書に規定する給与につ

いて提出する新条例第３６条の３の２第１項及び第３項の規定による申告書について

適用し、施行日前に支払を受けるべきこの条例による改正前の栗山町税条例（以下「旧

条例」という。）第３６条の２第１項ただし書に規定する給与について提出した旧条例

第３６条の３の２第１項及び第３項の規定による申告書については、なお従前の例によ

る。 



４ 新条例第３６条の３の３第１項の規定は、施行日以後に支払を受けるべき所得税法（昭

和４０年法律第３３号）第２０３条の６第１項に規定する公的年金等（同法第２０３条

の７の規定の適用を受けるものを除く。以下この項において「公的年金等」という。）

について提出する新条例第３６条の３の３第１項の規定による申告書について適用し、

施行日前に支払を受けるべき公的年金等について提出した旧条例第３６条の３の３第

１項の規定による申告書については、なお従前の例による。 

（町たばこ税に関する経過措置） 

第４条 次項に定めるものを除き、附則第１条第１号に掲げる規定の施行の日前に課した、

又は課すべきであった加熱式たばこ（新条例附則第１６条の２の２第１項に規定する加

熱式たばこをいう。次項において同じ。）に係る町たばこ税については、なお従前の例

による。 

２ 令和８年４月１日から同年９月３０日までの間に、栗山町税条例第９２条の２第１項

の売渡し又は同条第２項の売渡し若しくは消費等が行われた加熱式たばこに係る同条

例第９４条第１項の製造たばこの本数は、同条第３項及び新条例附則第１６条の２の２

の規定にかかわらず、次に掲げる製造たばこの本数の合計数によるものとする。 

⑴ 栗山町税条例第９４条第３項の規定により換算した紙巻たばこ（新条例附則第１６

条の２の２第１項に規定する紙巻たばこをいう。次号において同じ。）の本数に０．

５を乗じて計算した製造たばこの本数 

⑵ 新条例附則第１６条の２の２の規定により換算した紙巻たばこの本数に０．５を乗

じて計算した製造たばこの本数 

３ 前項各号に掲げる製造たばこの本数に１本未満の端数がある場合には、その端数を切

り捨てるものとする。 



議案第１０号 

 

栗山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 

 栗山町国民健康保険税条例（平成３年条例第８号）の一部を次のように改正する。 

第２条第２項ただし書中「６５万円」を「６６万円」に改め、同条第３項ただし書中「２

３万円」を「２６万円」に改める。 

第２１条第１項中「６５万円」を「６６万円」に、「２３万円」を「２６万円」に改め、

同項第２号中「２９５，０００円」を「３０５，０００円」に改め、同項第３号中「５４

５，０００円」を「５６万円」に改める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（適用区分） 

２ この条例による改正後の栗山町国民健康保険税条例の規定は、令和７年度以後の年度

分の国民健康保険税について適用し、令和６年度分までの国民健康保険税については、

なお従前の例による。 

 



議案第１１号 

 

財産の取得について 

 

次のとおり財産を取得するため、地方自治法第９６条第１項第８号の規定により本議会

の議決を求める。 

  

１、名称、種類、数量   学習者用コンピューター等 ７００台 

２、取 得 の 目 的   国のＧＩＧＡスクール構想に基づき整備する一人一台端末の 

更新 

３、取 得 の 方 法   随意契約（北海道公立学校情報機器整備共同調達会議による 

一般競争入札） 

４、取 得 予 定 価 格   ３８，５００，０００円 

５、取 得 の 相 手 方   札幌市中央区大通西１４丁目７番地 

              東日本電信電話株式会社 

               執行役員 北海道事業部長 島津  泰 

 



議案第１２号 

 

ふじ団地９７号棟外壁改修工事の請負契約について 

 

ふじ団地９７号棟外壁改修工事について、次のとおり請負契約を締結するため、地方自

治法第９６条第１項第５号の規定により本議会の議決を求める。 

  

１、契約の目的  ふじ団地９７号棟外壁改修工事 

２、契約の方法  指名競争入札 

３、契 約 金 額  ７３，１１７，０００円 

４、契約の相手方  栗山町朝日４丁目３２番地３ 

           朝日産業株式会社  

            代表取締役 廣岡 延博 



議案第１３号 

 

ふじ団地９８号棟外壁改修工事の請負契約について 

 

ふじ団地９８号棟外壁改修工事について、次のとおり請負契約を締結するため、地方自

治法第９６条第１項第５号の規定により本議会の議決を求める。 

  

１、契約の目的  ふじ団地９８号棟外壁改修工事 

２、契約の方法  指名競争入札 

３、契 約 金 額  ７２，６００，０００円 

４、契約の相手方  栗山町中央１丁目１番地１ 

           松原産業株式会社  

            代表取締役 松原 由典 



議案第１４号 

 

旭台第３支線道路整備その１工事の請負契約について 

 

旭台第３支線道路整備その１工事について、次のとおり請負契約を締結するため、地方

自治法第９６条第１項第５号の規定により本議会の議決を求める。 

  

１、契約の目的  旭台第３支線道路整備その１工事 

２、契約の方法  指名競争入札 

３、契 約 金 額  ５９，７３０，０００円 

４、契約の相手方  栗山町字大井分２７６番地７ 

           道央建設運輸株式会社  

            代表取締役 熊谷 博彰 


